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1 フィルタリングとは

意味： インターネットのウェブページ等を一定の基準で評価判別し、違法・有害
なウェブページ等の選択的な排除等を行う機能

（情報通信白書H28年版用語解説参照）

「青少年有害情報フィルタリングソフトウェア」

インターネットを利用して公衆の閲覧に供されている情報を一定の基準に基
づき選別した上インターネットを利用する者の青少年有害情報の閲覧を制限す
るためのプログラム

（インターネット環境整備法２条８項）

Point：

利用するか否かは、利用者(青少年の場合は保護者）の意思による

→ 強制的な接続遮断であるブロッキングとの相違
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２ 法的根拠（１）

青少年インターネット環境整備法（平成30年２月１日改正法施行）

事業者側には、フィルタリングの提供義務がある：

15条： 携帯電話インターネット接続役務提供事業者（携帯キャリア）

使用者が青少年である場合、フィルタリングサービスの提供が義務

（保護者が利用しない旨の申出をした場合は例外）

17条： 一般のISP（Wi-Fi接続の場合など）

ユーザーから求められた場合、フィルタリングサービスの提供が義務

（例外：影響軽微：契約者数５万未満の場合）

18条： インターネット接続機器の製造事業者

販売時には、フィルタリングソフトの組込その他の方法でフィルタリングの
利用を容易にする措置を講じる義務

（例外：影響軽微：予めブラウザが組み込まれていない場合、18歳以上の
監視の蓋然性が高い場合（カーナビ）、販売台数一定以下）
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２ 法的根拠（２）

青少年インターネット環境整備法（平成30年２月１日改正法施行）

改正法による、スマートフォン、アプリ等による接続への対応

4
環境整備法改正にかかる説明資料「概要」



３ フィルタリングの対象 （１）

一般的な分類
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海賊版サイト



３ フィルタリングの対象 （２）

フィルタリング会社の例 ①

ネットスター（http://category.netstar-inc.com/category.html）
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３ フィルタリングの対象 （３）

フィルタリング会社の例 ②

デジタルアーツ https://www.daj.jp/cs/products/pc/if6/category/
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カテゴリ 概要
年齢別フィルター強度

推奨設定
※チェック (✔) のカテゴリをブロック

不正IT技術
ファミ
リー

小学生 中学生 高校生 大人

不正アクセス技術 ハッキング・クラッキングの技術 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ウイルス技術情報
ウイルスやスパイウェアなどのプログラ
ム配布・製作技術

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

違法ソフト・反社会行為
違法ソフトウェアコピー、シリアル配布な
どの権利侵害行為、フィッシング詐欺

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

クラッシャーサイト
ブラウザーを介してパソコンに悪影響を
及ぼすサイト

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

海賊版サイトは、既にフィルタリング対象
「おそれ」でも対象とできるので、迅速な対応可能



４ フィルタリングの利用状況 （１）

内閣府平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書より

保護者の取組（上記報告書図表２－２－２－２４ 抜粋）
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内閣府平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書より

スマートフォン・携帯電話でフィルタリングを利用していない理由（図表2-2-2-48抜粋）

４ フィルタリングの利用状況 （２）
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啓発による利用率
向上の可能性



内閣府平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書より

スマートフォン・携帯電話でフィルタリングを利用していない理由（図表2-2-2-48抜粋）

４ フィルタリングの利用状況 （３）
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啓発による利用率
向上の可能性



内閣府平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書より

スマートフォン・携帯電話でフィルタリングを解除した理由（図表2-2-2-51抜粋）

４ フィルタリングの利用状況 （４）
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普及啓発による
利用率向上の
可能性



内閣府平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書より

フィルタリングの認知度（図表2-2-3-14抜粋）

４ フィルタリングの利用状況 （５）
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普及啓発
対象



１ 利用率向上

・スマートフォン等でのサイト利用の管理は難しいことについての普及啓発

・フィルタリング利用の簡易化

改正法による以下の実効性の担保

携帯ISP等の改正法後のフィルタリング有効化措置義務

製造事業者の容易化措置義務

OS事業者のフィルタリング有効化措置・容易化措置円滑化のための開
発努力義務

２ 日本の実態と合わないフィルタリング基準への対応

iPhoneによる機能制限

（特に、Webについての機能制限について改善の余地あり）

５ フィルタリングの課題（１）
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青少年ではない利用者に対して

cf. セキュリティ対策としてフィルタリングを利用

（cf. 本スライド ７頁参照）

実際の例：

2018年８月19日 毎日新聞「フィッシング 大量の書籍『無料』うたうサイトに注意」

mainichi.jp/articles/20180818/k00/00e/040/313000c

2015年９月１日 INTERNET Watch

「電子書籍の販売・無料ダウンロードをかたる怪しいサイトに注意、フィッシング
詐欺の可能性も？」

https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/718999.html

５ フィルタリングの課題（２）
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